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第2四半期連結累計期間

当期純利益
1株当たり
当期純利益









〔燃 料〕 

原油価格は平成 20 年 3 月にはドバイ原油で史上最高値を更新し、販売単価は上昇しまし

たものの、燃料需要は減退を続け、与信管理を徹底した営業に努めた結果、減収となりま

した。燃料部門の売上高は 207 億 35 百万円（対前期比 74 億 71 百万円減）、営業損失は上

半期における貸倒引当金の計上により 4 億 30 百万円（対前期比 3 億 16 百万円損失増）と

なりました。 

 

〔その他〕 

 当社グループの運輸事業及び新規事業を主に行なっております。 



 

② キャッシュ・フローの状況 

 当期における営業活動によるキャッシュ・フローは 128 億 22 百万円の純収入となってお



 

（３） 利益配分に関する基本方針及び当期、次期の配当 
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２.企業集団の状況 
当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社、子会社34社及び関連会社12社で構成され、古河産機システムズ㈱、古

河ロックドリル㈱及び古河ユニック㈱を中核事業会社とする機械事業、古河メタルリソース㈱を中核事業会社とする金属製錬事

業、古河電子㈱及び古河ケミカルズ㈱を中核事業会社とする電子化成品事業並びに事業持株会社である当社を中心とした不動産

事業及び燃料事業等を主な事業としております。 









（2）連結損益計算書
（単位：百万円）

百分尾停 Ⅰ ㎉ そ た じ だ ㎉ ぢ ㏈ ぞ じ ぢ き













 項目 
前連結会計年度 

（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 糖 罫 ハ菟  

什3ぉ菟  糖
糖
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注記事項 

（連結貸借対照表関係） 

前連結会計年度 
（平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成20年３月31日） 

※１ 担保資産及び担保付債務 

 担保に供している資産は次のとおりであります。 

※１ 担保資産及び担保付債務 

 担保に供している資産は次のとおりであります。 

  百万円 百万円

現金及び預金 4,863 (4,863) 

受取手形及び売掛金 84 (84) 

流動資産「その他」 254 (254) 

建物及び構築物 2,689 (－) 

機械装置及び運搬具 1,283 (1,044)

※１   (254) 現金及び預金 
(254) ※１84









当連結会計年度（自平成19年４月１日 至平成20年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びにびイ 鴉ù種類及び総数防種隆イ るば ∽巐ð36 9�ð丼  至平生 +翆 Ⅷ雁 ₄ Ｒ
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当連結会計年度 

１．その他有価証券で時価のあるもの（平成20年３月31日現在） 

 （注） 
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（税効果会計関係） 

前連結会計年度 
（自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成19年４月１日 
至 平成20年３月31日） 







【所在地別セグメント情報】 

前連結会計年度（自平成18年４月１日 至平成19年３月31日） 

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める日本の割合が、いずれも90%

ょブ 鴈ゆれめた日ず地別セグメント情報】  至平成19年３月31日） 

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める日本の割合が、いずれも90%

ょブ 鴈ゆれめた日ず地別セグメント情報】全セ別セグメぇゔ つ  

前連結会計年度（自平成18年４月１日 至平成19年３月31日” 1自ⅺ藴 冃俸 ｙ全セ連  至平成19年３月31日” 1自ⅺ藴 冃俸 ｙ全セ連  藴 冃俸 ｙ   毌3;砲1B 榛 榛  諛僀

㎉㎉ 厥⑦=20き   毌成傅６
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当事業年度（自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日） 

  

 

株主資本 

資本金 

利益剰余金 

自己株式
株主資本
合計 利益準備

金 

その他利益剰余金 

利益剰余
金合計 

固定資産
圧縮特別
勘定積立
金 

繰越利益
剰余金 

平成19年ヘ











会計処理方法の変更 

前事業年度 
（自 平成18年４月１日 制法の変硬前事業年度 
（自 ��
R�����å���D�
�Ô

制法の変硬
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前事業年度 
（平成19年３月31日） 

当事業年度 
（平成20年３月31日） 
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（損益計算書関係） 

前事業年度 
（自











役員の異動


